
よさの地域デザイン会議  私の提案 お住いの地区名 加悦

あなたの名前

提案タイトル
（キャッチフレーズ）

提案の種類

提案の対象地域

スタート時期 1．2～3年以内 2．3～5年 3．5～10年 4．10年以上先 5．その他

実現時期 1．2～3年以内 2．3～5年 3．5～10年 4．10年以上先 5．その他

提案を主体的に
進めるべき人・
コミュニティ・
団体・組織

1．地区の自治会
     ・町内会
（具体的に）

2．小学校区又は
     中学校区の住民
（具体的に）

2．企業・NPOなど
民間団体・グループ
（具体的に）

3．与謝野町及び
     周辺市町村
（具体的に）

4．京都府・国
（具体的に）

5．その他
（具体的に）

提案の費用と
確保の方法

＊選択肢がある項目は選択肢に○をつけてください。 複数にまたがる場合は2以上の項目に○をつけて頂いても結構です。

金銭的自立と文化的豊かさの両立

1．公共交通システム  2．施設の集約・複合化   3．施設の民営化・民間活用   4．施設のネットワーク化     5．施設の更新方法  
 6．施設の再利用     7．施設の管理・運営方法       8．その他（具体的に                                                      ）

1．小学校区    2. 旧町区域    3．全町域     4．近隣市町     5．広域エリア    6．その他（具体的に                               ）

（わかる範囲で）施設の再利用は、解体費用と同額までは町がまかない、それ以上は運営者が負担する。

提案のスタート
と実現時期

提案の具体的内容
（400字以内）

「金銭的な自立度」を横軸に、「文化（心）的な豊かさ・安心度」
を縦軸にしたマトリクス図を作り、そこに各施設をあてはめてい
く。
例えば加工場は「お金を生むが文化を豊かにするわけではない」C
に。公民館は「お金は生まないがコミュニティの場として文化を豊
かにする」Bに位置する。
AとCは（さらに右上に移行する努力をしつつ）現状継続でも大きな
問題はない。BはAになることが望ましい（学校、消防車庫はBのま
までよい）
DはCかB、さらにはAにすることが必要。例えば廃校を加工場にす
ればC,公民館にすればBに、宿泊施設（災害時は避難所）やカフェ・
レストランにすれば（町外の人から外貨を得、地元民には文化と心
の豊かさの場になり）Aになる可能性がある。
公共交通システムは「Uberタクシー解禁特区」に立候補する。
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よさの地域デザイン会議  私の提案 お住いの地区名 岩滝

あなたの名前

提案タイトル
（キャッチフレーズ）

提案の種類

提案の対象地域

スタート時期 1．2～3年以内 2．3～5年 3．5～10年 4．10年以上先 5．その他

実現時期 1．2～3年以内 2．3～5年 3．5～10年 4．10年以上先 5．その他

提案を主体的に
進めるべき人・
コミュニティ・
団体・組織

1．地区の自治会
     ・町内会
（具体的に）

2．小学校区又は
     中学校区の住民
（具体的に）

2．企業・NPOなど
民間団体・グループ
（具体的に）

3．与謝野町及び
     周辺市町村
（具体的に）

4．京都府・国
（具体的に）

5．その他
（具体的に）

提案の費用と
確保の方法

＊選択肢がある項目は選択肢に○をつけてください。 複数にまたがる場合は2以上の項目に○をつけて頂いても結構です。

千年を見越した木造複合機能施設。与謝野から世界へのSDG's提案

1．公共交通システム  2．施設の集約・複合化   3．施設の民営化・民間活用   4．施設のネットワーク化     5．施設の更新方法  
 6．施設の再利用     7．施設の管理・運営方法       8．その他（具体的に                                                      ）

1．小学校区    2. 旧町区域    3．全町域     4．近隣市町     5．広域エリア    6．その他（具体的に                               ）

事業で得る収益を除き、最低スクラップ＆ビルドで1000年施設を維持する費用と同額を予算とする。

提案のスタート
と実現時期

提案の具体的内容
（400字以内）

日本には身近で豊富な木材資源を利用して木造建築をつくってきた長い歴史があり、中には法隆寺のように1000年を超える木造建築も存
在します。これらの建造物は地震等の災害にも強い構造をもちます。しかしながら単純に古い伝統工法を継承するのではなく現代的な利便
性や新たな智慧の導入が必要です。日本の培ってきた木造建築技術に改良を加え、令和から1000年先を見越した施設を作り、またそのメ
ンテナンス技術を構築し未来に受け継いでいく仕組みを世界に提案することこそ与謝野から世界に発信するSDG'sとなると考えます。
スタート、実施は老朽化した施設の立替とし、機能は集約・復号化を行い、また伝統建築技術と新技術のハイブリット化の研究およびメン
テナンス並びにその人材育成・技術継承の仕組み作りプロジェクトも同時並行してたちあげます。



よさの地域デザイン会議  私の提案 お住いの地区名 野田川

あなたの名前

提案タイトル
（キャッチフレーズ）

提案の種類

提案の対象地域

スタート時期 1．2～3年以内 2．3～5年 3．5～10年 4．10年以上先 5．その他

実現時期 1．2～3年以内 2．3～5年 3．5～10年 4．10年以上先 5．その他

提案を主体的に
進めるべき人・
コミュニティ・
団体・組織

1．地区の自治会
     ・町内会
（具体的に）

2．小学校区又は
     中学校区の住民
（具体的に）

2．企業・NPOなど
民間団体・グループ
（具体的に）

3．与謝野町及び
     周辺市町村
（具体的に）

4．京都府・国
（具体的に）

5．その他
（具体的に）

提案の費用と
確保の方法

＊選択肢がある項目は選択肢に○をつけてください。 複数にまたがる場合は2以上の項目に○をつけて頂いても結構です。

統廃合のグループ意見と私個人の体育館への思い

1．公共交通システム  2．施設の集約・複合化   3．施設の民営化・民間活用   4．施設のネットワーク化     5．施設の更新方法  
 6．施設の再利用     7．施設の管理・運営方法       8．その他（具体的に                                                      ）

1．小学校区    2. 旧町区域    3．全町域     4．近隣市町     5．広域エリア    6．その他（具体的に                               ）

（わかる範囲で）

提案のスタート
と実現時期

提案の具体的内容
（400字以内）

３回のデザイン会議において自分の思うことをグループ内で発言してきましたが、最後のグループ討議で出された中心的な公共施設の統廃
合の意見を報告致します。まず庁舎を１つにするべきです。財政が厳しい厳しいと言いながらもできていない庁舎の統廃合を実施して見本
を見せるべきです。総合図書館はわーくぱるに併設、江陽中と加悦中を統合し場所は加悦中に、野田川の小学校を統合し江陽中跡に、のだ
がわこども園は野田川庁舎跡か山田小跡に、空きが出た小学校跡は、子育て支援センターや民間活用に、民間活用にすれば教室が事務所や
作業場、体育館を福利厚生施設にすることも考えられる、運動場は地域の人も運動会や避難場所に使えるようにするなど地域住民と共に工
夫した使い方をすれば地域に活気ももたらすであろうとの意見がありました。
　ここで運動会、体育館といった言葉が出てきましたが、最後に旧町単位にある３つの大きな体育館について私個人の提案をいたします。
デザイン会議が開かれた発端は体育館問題ででした。旧野田川はどこの地区も半世紀に渡り運動会が行われ、そのあと町を１つにした町民
運動会、さらに町内一周の駅伝大会が開催されるなどスポーツの町といわれていました。それが町民の体力向上、及びコミュニケーション
の手段として根付き、町に勢いをもたらしていました。木崎良子というオリンピック選手が出てきたのは偶然ではありません。３町が一緒
になって加悦出身の西原加純、岩滝出身の一色恭志（ただし）、糸井嘉男選手など、小さな町からこんなに多くの有名スポーツ選手が出て
いることをもっとアピールしていいと思います。そんなスポーツの町の中心的であり多くの利用がある体育館を壊そうと考えるのは理不尽
で町民あっての町とは言えません。老人の孤立化や心に悩みを持つ人を支えていく社会を目指す現代こそ、健康やコミュニケーションをつ
くる場が必要とされるのではないでしょうか、雪国でも年中利用可能な体育館は非常に大切な施設です。体と心の健康の為やコミュニケー
ションが欲しいと集まる老若男女の町民の為に３つの大きな体育館だけは閉鎖のリストに入れるべきではないと提案致します。


